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町表彰式

「
昭
和
五
十
六
年
度
　
標
津
町
表
彰

式
」

は
、
十

一
月
こ
十

一
日
、
標
津
町

や

央
公
民
館

に
お

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の

分
野

で
ご
活
曜
を
さ
れ
た
受
賞
者

の
み

な
さ
ん
に
、
多
数

の
ご
来
安
を
迎
え
、

厳
粛

か

つ
盛
会

の
う

ち
に
執
り
行

わ
れ

ま
し
た
。

式

は
、
参
列
者
全
員

が

「
先
人

の
霊

に
黙
と
う
」
を
し
た
あ

と
、
受
貨
者
全

員

の
事
練

が
紹
介
さ
れ
、

ひ
き
続
き
小

野
町
長

か
ら
受
賀
者
そ
れ
ぞ
れ

に
表
彰

状
、
感
謝
状

の
増
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
会
者

の
な

か
か
ら
、
近
藤
町
議
会

副
議
長

が
代
表
し

て
受
賞
者

に
祝
辞
を

述

べ
ら
れ
、
終
り

に
輸

み
境

モ
ト
さ
ん

（
自
治
功
労
者
　
古
多
糠

）
が
受
賞
者

を
代

表
し

て
の
謝
辞

が
あ
り
、
式
典

の

率
を
閉
じ
ま
し
た
。

受
賞
者
等
の
ご
紹
介

自
治
功
労
賞境

　

　

　

モ
　

ト

　

さ

ん

古

多

線

に

お

い
て

、

昭

和

二

十

三

年

か

ら

夫

の
後

を

継

い
で

家

業

の
商

業

を

営

む

。

昭

和

二

十

年

か

ら

三

期

に

わ

た

り

本

町

は

じ

め

て

の
女

性

町

議

会

議

員

と

し

て

地

方

自

治

の
振

興

に
貢

献

さ
れ

た
。

若
　
杉
　
千
代
志
　
さ
ん

昭
和

二
十
四
年

か
ら
昭
和

五
十

二
年

ま
で
煮
別
鄭
便
局
長

の
要
職

に
在
り
、

こ
の
問
　
昭
和

二
十
八
年
か
ら
十
八
年

の
永
き

に
わ
た
り
、
教
育
委
員
会
委
員

と
し

て
本
町
教
育

の
振

果
に
貢
献
さ
れ

た
。

産
業
功
労
賞斉

　
務
　
≡二
之
効
　
さ
ん

本
町
に
生
ま
れ
、
昭
和
九
年
か
ら
家

業
の
商
業
と
漁
業
に
従
事
し
、
交
通
不

便
な
時
代
か
ら
伊
茶
仁
部
落
唯

一
の
商

店
と
し
て
、
地
域
住
民
生
活
の
安
定
に

貢
献
さ
れ
た
。
ま
た
、
部
落
会
長
な
ど

の
要
取
を
歴
任
し
、
指
導
的
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。金

　
田
　
岩
　
蔵
　
さ
ん

昭
和
十
二
年
、
国
鉄
開
通
と
は
い
い

な
が
ら
、
ま
だ
開
発
の
進
ま
な
い
標
津

市
街
に
初
め
て
寝
具
お
よ
び
打
綿
の
エ

場
を
設
立
し
た
。

当
時

の
世
情

か
ら
、
工
場

の
設
立

に

踏
み
切

っ
た
鋭

い
企
業
的
感
覚

で
、
地

域
住

民
生
活

に
尽
く
し
た
功
績

は
大
き

く
、
今

日

の
本
町
商
業

の
振

果
に
貢
献

さ
れ
た
。

上
　

国
　

正
　
造
　
さ

ん

終
戦
後

か
ら
伊
茶
仁

で
漁
業
を
営

む

が
、
早
く
か
ら
根
付
資
源

の
増
殖
を
唱

え
、
と
く

に
、　
本
年

に
わ
た
り
標
津

漁

協

ホ
タ
テ
部
会

長

と
し

て
ホ
タ
テ

の
増

殖
事
業

に
取
り
組

み
、
現
在

の
ホ
タ
テ

な
ど
漁
船
漁
業

の
安
定
し

た
地
位
を
築

き
あ
げ

た
責
績

は
大
き

い
。

松
　
下

　

　

　

一
　

さ
ん

昭
和
三
年

か
ら
古
多

様

に
お

い
て
農

業

を
営

む
。
昭
和

三
十
八
年

か
ら
十
八

年
間

に
わ
た
り
農
業
委
員
会
委
員
と
し

て
、
と
く

に
変

換
分
合
事
業

に
力
を
と

ぎ
、
経
営
基
盤

の
整
備

と
経
営

の
合

理

化

に
努

め
、
本
町
酪
農

の
発
展

に
責
就

さ
れ
た
。

文
化
奨
励
賞

線

津

川

柳

社

殿

数
人

の
同
好
者

で
昭
和
四
十
五
年
設

立
以
来
　
例
会

や
句

誌

「
く
な
し
り
」

の
発
行
を
欠
か
さ
ず

、
近
隣

の
川
柳
社

と

の
交
流
を
深

め
技
量

の
向
上

に
努

め

て

い
る
。
会
員
は
現
在
十
六
名
を
数
え
、

他

の
町
村

か
ら

の
参
加
者
も
あ

る
。
昨

年

、
設
立
十
周
年
を
記
念
し

「
根
室
管

内
文
芸
大
会
」
を
本
町

で
開
催
す

る
な

ど
、
地
域

の
文
化

の
高

揚

に
尽
く
し
て

い
る
。

優
農
蕗
農
家管

　
野
　
善
太
郎
　
さ

ん

多
年

に
わ
た
り
、
計
画
的

な
車
地
更

新

　
飼
差
管
興

の
徹
ｋ

に
客

め
、
極

め

て
生
産
性

の
高

い
酪
農
経
営
を
確
立
し

他

の
範

と
し

て
本
町

の
酪
農
張

架

に
所

与
し

て

い
る
。徳

　
橋
　
博
　
人
　
さ

ん

近
代
的
な
酪
農

の
実
践

に
よ
り
、
お

実

に
経
営
基
盤

の
充
実
を

図
り
な
が
ら
、

乳
牛

の
質

的
改
良

に
努

め
、
乳
量

の
中

産

に
顕
者
な
成
来
を

お
さ
か
　
他

の
範

と
し

て
本
町

の
酪
農
振
果

に
寄
与

し
て

い
る
。

じ
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入 稿 韮 中

l」H場 沢 山

君 久 喜 哲
代

夫 明 司 夫

優
良
勤
労
者立

　
花
　
庄

一
郎
　
さ
ん

昭
和

二
十

二
年

か
ら
志
盛
木
材
株
式

会

社
標
津
出
張
所

に
勤

め
、
豊

か
な
経

験
と
技
術
を
生

か
し
林
産
業
務

に
従
事

し

て

い
る
。
勤
労
意

欲
旺
盛

で
職
場

に

お

い
て
は
信
望
も
極

め
て
厚
く
、
郷
土

林
産
業

に
貢
献
し

て

い
る
。

小
田
１３
　
辰
　
男
　
さ
ん

昭
和

三
十
五
年

か
ら
株
式
会
社
上

国

組

に
勤

め
、
昭
和
四
十
二
年

か
ら
は

一

貫
し
て
重
機

の
運
転

に
従
事

し
、
当
社

の
中

心
的

オ
ペ

レ
ー
タ
ー
と
し

て
職
務

に
精
励

し
て

い
る
。
温
厚
篤
実
な
人
格

で
職
場

の
信
望
も
厚
く
、
社
業

の
発
展

に
尽
力
し

て

い
る
。

山
　
崎
　
鉄
　
男
　
さ
ん

昭
和

四
十

一
年

か
ら
金

沢
建
設

に
勤

め
、
建
築
大

工

の
棟
梁

と
し
て
豊

か
な

経
験
と
卓
越
し
た
技
能

を
も

っ
て
職
務

に
精
励
し
、
同
億

の
範

と
な

っ
て
い
る
。

ま

た
、
大

工
に
な
り
手

の
少
な

い
今

、

卒

先
し

て
後
輩

の
指
導

に
あ
た
り
技
能

の
向
上

に
努

め
て

い
る
。

ご
活
躍
の
事
績
を
た
た
え
て

太

　

回

　

明

　

人

　

さ

ん

町

の
写
真
家

と
し

て
知
ら
れ
　

昭
和

五
十

一
年
度

か
ら
連
続
し

て

「
写
真
北

海
道
展

」

に
入
選
し

て

い
る
。
と
く

に

本
年

、
応
募
数
　
権
威

と
も
全
国
最
大

の

「
二
科
展

」

に
作
品

″
黒
猫
″
を
出

品
し
、
救
高
賞

で
あ

る
二
科
賞

を
受
賞

さ
れ
た
。

細
　
貝
　
　
　
啓
　
く
ん

「第
七
回
私

の
ア
イ
デ
ア
貯
金
箱

コ
ン

ク
ー

ル
」

で
出
品
作

が
　
本
道
か
ら
は

唯

一
人

郵
政
大
臣
賞
を
受
賀

さ
れ

た
。

合
内
田
　
幸
　
駐
　
さ
ん

滝
川
市

で
開
催
さ
れ
た

「第

二
十
二

回
全
道
青
年
大
会
」

の
陸
上

の
部

一
方

】

で
優
勝
さ
れ

た
。

南
　
　
　
靖
　
志
　
く
ん

旭
川
市

で
開
催

さ
れ
た

「
第
十
二
回

全
道
中

学
校
陸
上
競
技
大
会
」

の
四
百

ャ

で
優
勝
さ
れ
た
。

坂

　

口
　

雷
士
子
　
さ
ん

回
土
庁

お
よ

び
北
海
道
主
催

の

「第

二
回
全

日
本
中
学
生
水

の
作
文
北
海
道

地
方

コ
ン
ク
ー

ル
」

で
優
秀
賞
を
受
貨

さ
れ
た
。

山
　
本
　
武
　
彦
　
さ
ん

別
海
町

で
開
催
さ
れ
た

「
第

二
十

一

）

回
全
道
青
年
大
会
」

の
陸
上

の
部

三
種

競
技

で
優

勝
さ
れ

た
。

同
　
部
　
清
　
一
月
　
さ
ん

別
海
町

で
開
催
さ
れ
た

「
第

二
十

一

回
全
道
青
年
大
会
」

の
陸
上

の
部

五
千

析

で
優

勝
さ
れ
た
。

菅
　
原
　
克
　
己
　
さ
ん

札
幌
市

で
開
催

さ
れ

た

「第
十
五
回

全
道
教
職
員
剣
道
大
会
」

の
小
学
校

の

部

で
優

勝
さ
れ
た
。

蝋
　
山
　
　
　
酸
　
さ
ん

札
幌
市

で
開
催
さ
れ
た

「
第
二
十
回

全
道
青
年
大
会
」

の
柔
道

の
部

で
優
勝

さ
れ
た
。

木
　
村
　
英
　
彦
　
さ
ん

札
幌
市

で
開
催
さ
れ
た

「北
海
道
百

十
年
記
念
道
民

ス
ポ
ー

ツ
全
道
大
会
」

の
陸
上

の
部
百
ヤ

で
優
勝
さ
れ
た
。

町
税

納

期

内

完

納

に

感

跡

し

て

三
十
年

売
納
者

北

標

津
　
丼
　
ｉ
　
朔
　
郎

　
さ
ん

茶

志

骨
　
大
　
西
　
政
　
光
　
さ
ん

古

多

様
　
大
　
沼
　
武
　
雄
　
さ
ん

西

川

北
　
川
　
上
　
道

　
奉
　
さ
ん

南

川

北
　
数
　
問
　
　
　
智
　
さ
ん

二
十

五
年
完
納
者

南

川

北

安

達

忠
　
　
類
　
狩
　
野

南

川

北

木

村

忠
　
　
類
　
笹
　
谷

北

標

津

笹

木

川
北
寿
町
　
福

　
田

北

川

北

森

井

二
十
年
党
納
者

南

川

北

桜

井

薫
　
　
別

　
一二
　
船

西
古
多
様
　
〓
Ｈ
　
田

伊

茶

仁

渡

辺

束

川

北

渡

辺

浅
　
雄

　
さ
ん

洋
　
一二
　

さ
ん

秀
　
堆
　
さ

ん

進
　
さ
ん

正
　
勝
　
さ
ん

真

　

一
　

さ
ん

豊

四
郎

　

さ
ん

晃

次
郎

　
さ
ん

福
　
寿
　

さ
ん

〕石
　
見
　
さ
ん

健
　
エ
ロ
　
さ

ん

欣

　

一
　

さ

ん優 良 勤 労 者

●

！

！
　

・

さ
ん
さ
ん
さ
ん
さ
ん

優 良 酪 農 家

自然を愛し 美 しい郷上をつくりましよう



第 1 7 7 S 広 報 し べ つ 昭植 6年12月 1同

来

碁

、

小

学

校

に

入

学

す

る

児

童

を

十

月

末

日

現

在

で

調

査

し

ま

し

た

の

で

、

つ
ぎ

の

と

お

り

紹

介

し

ま

す

。

名

前

な

ど

に
関

述

い
や

神

識

漏

れ

が

あ

り

ま

し

た

ら

教

育

委

員

会

②

３

１

１

０

ま

で

ご

連

絡

願

い
ま

す

。

な

お

、

（

）

内

は

保

護

者

名

で

す

。

〈
敬

称

略

〉

標

津

小

学

校

▼
伊
素
仁
　
佐
貨
質

二
（淳
悦

）
、
馴
山

文
江

（修
治

）

渡
辺
孝

（教

）

▼
新
川

上
町
　
循
狩
真
出
美

（
仁

）、
山

崎
美
前

（
英
司
）

▼
川
上
町
　
今
川
晶
絵

（
英

一
）、
篠

田

和
歌
■

（順

一
）、
回
村

元
博

（床
雄

）、

中

川
央
十

（
武
）

山
崎
真
紀

（建
治

）

▼
栄

町
　
石
橋
千
尋

含
口
幸

）

▼
緑
町
　
相

沢
め
ぐ

み
（
義
孝

）、
浅

野

敵

（
輝
囲

）、
五
十
嵐
賢

一
郎

（
賃

）

大

鳩
新
人

（
拓

二
）、
大

西
里
枝

（
光
博

）

加
藤
宏
昭

（
孝

一
）

工
藤
道
博

（
直
信

）、

坂
本
正
和

（
正
志

）、
斉
藤
真

司
（
俊
己

）、

佐

々
木
工
希
子

（
昭

）、

佐

藤

貴

理

（良

次

）、

神
内
亨
志

⌒
正
勝

）

神
内

虹

希

子

（義
輝

）、
嶋
彩
信
仁

（
仁

）

補
元
尊

行

（
奉
行

）、
福
島

秀
司
（
正
人

）、
宗
形

卓

（
利
夫

）

▼
弥
栄

町
　
井
洞
期
子

（
正
男

）、
五
十

炊
満

（千
ゑ

み
）、
植
木
広
美

径
［
和

）、

小

田
貴
前

（
純
市
）、

岡

部

雅

美

（
弘

太

郎

）、

小
山
内
意

（
佐

一
）、

金

田
和

子

（
直
義

）、
木
下
美
佳

（
英

一
）、
菊
地
二

冬

（
博
男

）、
車
野
幸

志

（
真

）、
工
藤
俊

介

（
態

二
）、
小
針
宏
介

（
義

明

）

佐
賀

奈
美

雷
岳
、
佐
賀
絵
美

臼
号
、
佐
藤
理

栄

合
二
郎

）、
鈴
木
盛
高

（
幹
男

）、
多

□

黄
博

（
実

）

豊

岡
孝
祐

（
和
雄

）

原
廉

洋

（
佑

男

）、
森
和
則

（
秀
夫

）

▼
本
町
　
植

野
大
作

（
丈
夫

）

香
川
谷

子

（
明
夫

）、
渋
谷
隆
二
（
順

一
）、
声

関

雅
子

（
雅
彦

）、
畠
山
奈
緒
美

（
降
二
）

▼
鳩

ケ
丘
町
　
中
野
恵
美

（
武
二
）

▼

双
葉
町
　
阿
部
由
里

（和

夫

）、
金
澤

ゆ

か
り

（
弘

一
）、
高
橋
裕
美

（
光
雄

）、

畑

広

章

（中

野

征

紀

）、

浜

向

有

電

子

（
傑

）、
平
井

早
苗

（
互
美

）

藤
本
黄
子

（
謙
ｉ
）、
古
瀬
佳
美

⌒良
蔵

）、
議
本
文

彦

（
詩

一
）

一

▼
桜
木

町
　

石
川
憲

子

奎
只
）、
キ

上
奈

津

美
（
学
敗

）、
小
林
勝

（喜

世
二

）、
塩

谷
真
山
美

（
鉄
雄

）、
辻

‐１１
矢
子

（
倍
幸

）

林
住
奈
子

（
秀
則

）

増
田

志

津

子

（
済

己

）、
米
寺
敏

弘

（
澄
子

）

▼
住
吉

町
　
金

田
順
也

（良
雄

）、
戸
田

智
之

⌒
雅
敗

）、
山
崎
速

（
勝
行

）

▼
束
浜
町
　
木
村
幸

■

男

）、
１１１
中
佐

智
子

（
佼
大

）

ヤ
川
礼
子

（
衛
喜

）

▼
東
葉
志
骨
　
島
賛
美
粧

（
才
治

）

▼
茶

志

骨

バ
イ

ロ
ッ
ト

　

河

崎

佳

代

（章
）

忠

類

小

学

校

▼
忠
類
　
小
野
和
博
（孝
昭
）、
東
西
亜

希
子
（清
治
）

薫
別
小
学
校

▼
魚

別
　
相
内
回
敬

（
国
重

）

▼
時
無
亮
　
中

野
理
枝

⌒陀

一
郎

）

上
古
多
糠
小
学
校

▼
西
古
多
練
　
佐
藤
千
鶴

子

（静

男

）、

杉
本
恵

（
正
確

）、
九

山
泉

（
満
大

）

▼
上
古
多
様

　
松
下
博

（巌

）

古
多
糠
小
学
校

▼
古
多
様
　
青
山
夕
輝

（
信

一
）、
清
水

あ
き

（
信
彦

）、
本
回

一
（
噴

一
）

▼
新
古
多
様
　
武

田
ひ
と
み
（
政
男

）、

武
四
早
古

（
政

男
）

ヽ

▼
南
古
多
様
　
口
村
共
（憲
夫
）

北

標

津

小

学

校

▼
北
標
津
　
大
札
低
子
（
幸
男
）、
大
宮

久
美
子
（
軍
司
）、
菜
栖
望
（
香

一
）、
国

中
真
由
美
（
孝
幸

）、
口
中
美
佐
緒
（
正
）

早
川
忠
央
子
↑
十郎

）

松
井

一
歳
⌒
山

こ▼
西
北
標
津
　
塚
田
純
平
（良

一
）、
山

下
英
之
（
正
明
）

川
北
小
学
校

▼
共
栄

町
　
阿
部
ま

ゆ
み
（
正
喜

）、
合

田
真
的
美

（
真

一
）、

中

野
高

頭

（
政
男
）

▼
寿
町
　
伊
藤
花
織

（
隆
悦

）、
管

野
勝

辛

（
政
勝

）、
片
岡
溝
市
郎

（
博

司
）、
木

座
代
貴

（
正
義

）、
下
本
美
香

（
良
残

）、

鈴
木
麻
奈
美

（
加
代
子

）、
福

江

学

（格

夫

）、
松
本
琴
美

（彰

）

▼
旭
町
　
令
澤
円
呑

（敗

大

）

坂
本
故

勝

（
班
夫

）

鈴
木

千
れ

（
女

）

替
原
呂

子

（
正
徳

）

小
場
憲

一
（
友
子

）

▼
桜
ケ
丘
町
　
伊
藤
政
和

（高

一
）、
本

下
朋
子

（
持

）、
竹
本
軍
司

（年
美

）、
西

Ｗ
真
知
子

■

義

）

野

日
剛

志

（
正
代

志

）
▼
東
川
北
　
小
野
千
奉

（
啓

司

）

▼
南
州
北
　
数
問
宏
美

（
勉

）、
木
村
幸

裕

（
正

一
）

桜
丼
拡
米

（
係
太
郎

）

弓

場

誠
（
工
光

）

▼
北
川
北
　
笠
澤
昌
価

⌒喜
代

司

）

■

車

開

距

離

を

し

ゅ
う

よ

ん

に

と

る

ロ

ス

ノ

ー

　

ス

パ

イ

ク

タ

イ

ヤ

を

は

く

ロ

ス

ビ

ー

ド

ダ

ウ

ン
迎

転

口

早

め

■

雄

の
実

施

ロ

シ

ー

ト

ベ

ル

ト

の
活

町

ピッカビカの
1年生

｀
来春は129名

）

）
たがしヽ1こ助け合い 暖 かい社会をつくりましよう
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□
炉
ゴ
つ

「
標
沖
町
成
人
式
」

は
、　
一
月
七
日

（木

）
、
標
津

町
中
央
公
民
館
を
会
場

に

開
催
を
予
定
し

て

い
ま
す

。

町
教
育
委
員
会

で
は
、
対
象
者

を
住

民
基
本
台
帳

に
よ
り
調
査
し
、
名
簿
を

作
成
し
ま
し
た
が
、
担
載
漏
れ
も
あ
ろ

う

か
と
思

い
ま
す
。
昭
和

三
十
六
年
四

月
二
日
か
ら
昭
和

二
十
七
年
四
月

一
日

ま
で
た
ま
れ
た
方

で
、
担
載
さ
れ

て

い

な

い
方
　
ま
た
、
と
く

に
本
町

の
成
人

式

に
参
加
を
希
望
す

る
方

は
、
案
内
状

送
付

の
都
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
至
急

教
育
委
員
会
な
②

３
１
１
０
ま

で
ご
連

絡
願

い
ま
す
。

来
年

、
成
人
式

を
迎
え
る
方

は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

▼
本

町
　
川
内
谷
好
子

、
渋
谷
剛
、
菅

原
博
行
　
主
屋
由
美
子

、
寺

崎

ひ
ろ
み
、

日
中

夕‐
紀
、

半

田
美
也

子
　
山

口
に
紀

▼
双
葉
町
　

根
壇
敗

翻
、
金

田

一
明
美

雑
賀

正
明
、
管

原
き
よ

み
ヾ
藤
本
豊

、

藤
本
靖

、
松
橋

元
子
、
三
上
陽
子

▼
緑

町
　
内
村
偵
載

、
小
野
昭
子
、
小

小

ひ
ろ
み

▼
弥
栄

町
　
赤
塚
美
湖
、
神
内

二
枝

、

佐
藤
広
子

、
登
勝
彦

、
堀

田
真
由
美

、

ヤ

本
問
裕

子
、
松
実
仲
之

▼
折
川

上
町
　
今

野
博
業
　
今

源
浩

▼
川

上
町
　
佐

賓
孝
博

、
西
本
浩

▼
栄

町
　
山

口
靖
浩

▼
桜
木

町
　
柑
村
徳
弥
、
長
谷
川
盛
雄

、

伊
藤
滋
記
、
字
津
丼

美
子
、
制

地
勉

佐
藤
真
夕
美
、
酒
井
洋

一
、
戸
村
直
子

、

長
谷
川
敬
三
、
中

国
雅
史
、
藤
本
範
広

、

吉
山
聡

▼
住
吉
町
　
小
野
瀬

稔
之

▼
東
浜
町
　
木
村

フ
サ

▼
楽
志
骨
パ
イ

ロ
ッ
ト
　
上

国
明
子

、

尾
崎
直
士

▼
忠
類
　
荒
谷
俊
碁

、
大
国
久
美
子
、

住

田
政
徳

、
西
村
優
子
、
房

田
吉
功
、

山
崎
広
美
　
山
回
利
浩

▼
伊
葉

仁
　
古
川
敦
子
、
細
畑
定
雄

、

村
山
浩
子
、
渡
辺
秀
人
、
熊
谷
三
彦

佐

賀
政
昭
　
椎
久
午
浩

、
外
崎
信

一

谷
内
亮
治

▼
川
北
夫
栄
町
　
川
越
千
忠
美
　
木
下

宋
美
　
合

田
秀
行
、
斎
藤
哲
哉
、
白
戸

文
推
、
角

田
川
秀
前

、
中
沢
健

、
藤
村

美
子
　
柳
谷
意

昭

▼
川
北
寿
町
　
大
江
淳

一
、
小
原
千
鶴

、

下
山
と
も

こ

▼
川
北
旭
町
　
小
山
内
順
子
、
千
田
美

紀▼
川
北
桜

ケ
丘
町
　
相
内
美
雪
　
新
村

コ
認

▼
東
川

北
　
笠
井

一
枚
、
斎
藤

正
史

、

一

佐
藤
孝
彦

、
渡
辺
美
息
子

▼
西
川
北
　

阿
部
お

■
子
、
大
お
守

、

加
藤
豊

、
川
上
仁

▼
南
川

北
　
桶
田
和
雄
、
河
島
幸
大
、

桜
井
督
恵

、
空
木
守

▼
北
川
北
　

河
島
修

一
、
下
山
伸

一
、

日
村
浩

一
　

林
美
和
子
、
松
実
志

司

▼
古
多
様
　
相

田
公
明
、
佐
森
淳

子
、

野
本

ひ
ろ

み
、
堀
内
聡
明

▼
西
古
多
様
　
黒
沢
穂
子

▼
南
古
多
練
　
管
野
正
態

▼
上
古
多
猿
　
錦
織

か
お
る

▼
北
楳
津
　
伊
藤
晴
業

、
岡
本

ひ
ろ
み
、

立
山
晶
子
、

国
中
文
幸
、
西
勝
則

▼
西
北
採
津

　
石
田
和
雄

、
高
橋
洋

一
、

回
■

満
、
口
中
孝
典
　
田
中

誠

▼
燕

別
　
工
藤
雅

一
、
佐
藤
光
代

▼
崎
無
奥

！
村

山
勝
ギ

〈
牧
称
略
〉

特
別
生
活
資
金
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

標
津
町
社
会
福

祉
協
議
会

ど
標
津
町

母
子
会

で
は
、
燃
料
費
な
ど
冬
期

の
生

活
を
確
保
す

る
資
金

と
し

て
、
特
別
生

活
資
金

を

つ
ぎ

の
と
お
り
貸
付
し
ま
す
。

貸
付

対
象
世
林

社
会
福
祉
施
設
入
所
者
及

び
生
活
保

護
法

に
基

づ
く
校
保
護
世
符
を
除

い
た

①

老
人
世
帯
　
②

心
身

障
害
者
世
帯

）

③

母

子

世

帯

　

④

特

定

疾

忠

々
者

世

帯

賃

付

限

慶

額

一
世

帝

　

　

一二
万

円

償

重

期

間

貸

付

を

受

け

た

翌

月

か

ら

十

力

月

以

内

申

込

期

間

昭

和

二

十

六

年

十

二

月

十
日

か

ら

昭

和

五

十

七

年

二

月

二

十

七

日

ま

で
。

中

し

込

み

そ

の
他

は

、俗

場

住

民

福

祉

課

ま

で

ど

う

ぞ

。

里
親
制
度
を

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か

里
規
制
度

と
は
、
志
ま

れ
な

い
子
供

を

一
時
的

に
親

と
な

っ
て
世
話
を
す

る

制
度

で
す
。
道
内

で
は
、

お
よ
そ
二
十

七
百
人

の
子
供
を

里
規

に
委
託
し
て
お

り
、
大

き
を
実

績
を
あ
げ

て

い
ま
す
。

里
親

に
な
る

に
は
　
子
供

に
対
し
て

理
解

が
あ

る
と
と
も

に
　
受
け
入
れ
項

境
が
整

っ
て

い
れ
ば
ど
な

た
で
も
な
れ

ま
す
。
里
規
を
希
望

さ
れ
る
方

は
　
子

供

の
委
託

に

つ
い
て
し

ゅ
う

ぶ
ん
話
し

合

い
を
行

い
、
合
意

に
達
す

る
と
養
育

を

お
願

い
す

る

こ
と
に
な
り
、
月
額
エ

万
円
程
度

の
養
育
費

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

手
続
き
な

ど
詳
し
く

は
　
役
場
住
民

稿
祉
燕
社
会
福

祉
係

に
ご
相
談
く

だ
さ

い
。

河
□
周
辺
の
サ
ケ
・マ
ス
釣
り

サ

ケ

　

マ

ス

が

そ

に

す

る

道

内

の
各

河

川

で

問

題

に

な

っ
て

い
た

近

漁

者

の

サ

ケ

　

マ

ス
釣

り

に
対

し

、

道

は

北

海

道

海

面

漁

業

調

率

規

則

を

改

正

し

　

十

月

十

六

日

か

ら

サ

ケ

・
マ

ス
釣

り

が

全

面

装

上

に

な

り

ま

し

た
。

許

可

な

し

に

サ

ケ

　

マ

ス
を

と

ろ

う

と

し

て

、

網

を

仕

か

け

た

り

、

ひ

っ
か

け

針

を

投

げ

入

れ

る

こ

と

も

も

ち

ろ

ん

密

漁

と

な

り

罰

せ

ら

れ

ま

す

。

▼

漁

業

法

違

反

は

懲

役

ｉ
年

以

下

　

師

金

二

十

万

円

以

下

。

▼

漁

業

調

整

規

則

違

反

は

慾

役

六

カ

月

以

下

　

前

念

一
方

門

以

下

。

採

捕

禁

止

内

容

は

別

表

の

と

お

り

で

す

が

、

詳

し

く

は

役

場

農

林

水

産

課

、

標

津

漁

協

に

間

い
合

わ

せ

く

だ

さ

い
。

歳
末
助
け
合
い
運
動
に
ご
協
力
を

河川名
右
能距

左
岸

合
離

沖
距

期  間

標 沖 川

ま 別 川

1,091m
2,182m %～ /6

1,636m %～ %

十サ'相 :川 545m 545m

%～
l・
lど ぇr i  l 742 nn 742m

ホri りけ ‖| 909 nl

,いを豊かにし 文 化を高めましよう
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し粛トト

レ
側
目
１０
日

百
多
糠
寿
の
家
落
成

カメラ

た
ば
こ
は
町
内
で
買
い
ま
し
よ
う
会
一〇
本
で
三
〇
円
、
５５
年
度
で
三
、
一
五
〇
万
円
ガ
町
の
収
入
）

◆
側
月
割
日

防
災
訓
綴

画辞
運
ｒ
５

北
方
領
上

の
申

で
は
比
較
的
小
さ

い

島

―
―

色
丹
島

。
そ
れ
で
も
そ

の
面
積

は
二
五
五
平
方

キ

ロ
メ
ー
ト

ル
で
、
利

尻
島

と
礼
文
島

を
合

せ
た
ぐ

ら

い
の
広

さ
が
あ

り
ま
す
。

終
戦
当
時

の
人

口
は

一
六
七
世
帯

、

九
二
〇
人
と
北
方
四
島

の
中

で
は

い
ち

ば
ん
少
な
か

っ
た
よ
う

で
す
。

色
丹
島

と
は

「
美
し

い
島
」

「
大

い

な
る
鳥
」

と

い
う
意

味

で
　
島
全
体

が

丘
陵

で
あ

り
、
京
勝
地
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。

色
丹
島

は
、
全
島

が
高
山
植
物

地
帯

で
、
高

山
植
物

が
豊
富

で
す
。
景
勝
地

が
多

い
こ
と
と
合

せ
て
観
光

地
と
し

て

発
展
す

る
要
素

が
豊

か
で
す
。

ヽ

産
業

の
中
心

は
や
は
り
漁
業

で
、
す

け
そ
う
、
た
ら
な
ど
た
く
さ
ん

の
種
類

の
さ
か
な
が
と
れ
て

い
ま
し
た
。

北
方

の
島

々
が
早
期

に
返
還

さ
れ
る

こ
と

は
、
私
た
ち

の
切
な
る
願

い
で
す
。

▲41月24日交通無事故宮言署名簿を
中擦津警察署と町に提出(標津町会連台会)

|||

ス
ピ
ー
カ
は
昼
寝

の
夢
ま

で
交
換
し

転
居
地
で
過

ご
す
老
後

の
京

れ
と
も

別

れ
ま

た
逢
え

る
楽
し

み
秘
め
て
居
り

日
め
く
り
を

は
ぎ

つ
つ
余
生
を
数
え

て
見

上
手

へ
た
く
す
ぐ

る
言
葉

の
裏

お
も

て

喪
服

の
衿

へ
煩
悩

の
緋

の
衣

小
指

か
ら
想

い
出
を
剣

ぐ
爪
を
知
ぐ

こ
の
販

の
ひ
と

つ
ひ
と

つ
に
あ
る
歴
史

懐

メ

ロ
を

唄
え
ば
逃
げ
て
ゆ
く
若
さ

古
枯
し

に
丸

い
丸

い
お
ん
な

ひ
と
り

荒
れ
野

に
も

（
マ
ナ

ス
強
く
咲

い
て
み
せ

蝙
じ
舟
風

の
ゆ
く
え
ば
か
り
追

い

送
路
か
ら
脱
け
だ
し

て

い
く
暦
食
う

芸
女
競

っ
て
先
あ
う
女
郎
花

標
津
川
柳
社
で
は
会
員
を
募
集

し

て

い
ま
す
。
同
好

の
方

は
、
事
務
局
　
松

実
な
②

２
３
９
７
ま

で
ご
連
絡
く

だ
さ

い
。

本,日

あなたも気StEに作品を

投摘しませんか。

ハカキに作品と住所

氏名 (又は学棟 学 年)

を記入のうえ`役 場広

報係へどう‐‐。

詩やイラストもあ窃せ

ください。

弥 次 弥 栄 鳩 住 古 本 弥 弥 弥 茶 川 桜

栄 葉 栄
 盗
吉 多  栄 栄 栄 志 上 木

町 町 町 町 町 町 様 町 町 町 町 骨 町 町

望
詩
療
千
窪
祥 君
黙
旭 束
蟹
牛 風 海

子 州 子 儀 穂 乃 江 り 舟 子 演L歩 清 陽

宮

　

キ

風

　

岡

大

　

西

布

　

施

淡

　

路

我

　

妻

伊

　

藤

田

　

村

小

野

瀬

沢

　

向

尾

　

崎

松

　

実

政

　

野

小

　

針

子どもの夢を育て 平 禾Bな8」をつくりましょう
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▼

九
月
十

四
日
か
ら
同
二
十
七
日
に
か

け

て
、
字
名
改

正
と
地
番
整
理

に

つ
い

て
の
住
民
意
向
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

こ
の
調
査

は
、
現
在
、
本
町
で
使

わ

れ
て

い
る

「字
名

地
番
」

と

「
町
内
会

名
称
」

の
二

つ
が
、

日
常
生
活

に
種

々

の
不
便
さ
を
も

た
ら
し

て

い
る

こ
と
か

ら
、

こ
れ
を

一
本
化
す

る
た
め

の
基
礎

調
査

と
し

て
行

っ
た
も

の
で
す
。

対
象
者

は
、
標
津
市
街

に
住
む
男
性

二
百
人
、
女
性
百
人

の
、

お
よ
そ
四
世

常

に

一
枚

の
割
合

で
調
査
を

お
願

い
し

九
二

パ
ー

セ
ン
ト

の
高

回
収
率

を
み
る

に
至
り
ま
し
た
。

調

査

結

果

間
、
現
在
の
住
所
表
示
に
つ
い
て
。

答
、
不
便
を
感
じ
る
　
　
≡
○

・
八
千

間
、
不
便
を
感
じ
る
理
由
は
。

答
、
地
番
と
町
会
名
の
両
方
が
住
所
と

し
て
使
わ
れ
て

い
る
の
で
ま
ぎ
ら
わ

し

い
　
　
　
　
　
　
　
九
五
　
四
寸

間
、
字
名
改

正
　
地
番

整
理
は
必
要

で

す

か
。

答
、

必
要

で
あ

る
　
　
　
八
二
　

四
十

間
、
宇
名
を
改

正
す

る
場
合

、
そ

の
表

示
方
法

は
。

標
津
町
〇
〇
町
〇
〇
番
地

四
九

　

一
千

標
津
町
〇
条
〇
丁
目
〇
〇
番
地

四
二
　
五
十

ア

ン
ケ
ー
ト

の
回
答

に
あ

た

っ
て
、

つ
ぎ

の
よ
う
な
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

現
在

の
ま
ま
で
良

い
と

い
う
意
見

●
住
所

は
〇
〇
町
を
使

っ
て

い
る
し
、

公
簿
上

は
字
標
津
○
○
番

地
〇
〇
を
使

っ
て
お
り
不
便

は
感
じ
な

い
。
改
正
す

る
と
種

々
お
金

が
か
か
る
。

●
郵
使

の
配
達
間
違

い
も
な
く
、
役
場

の
用
事
も
通
称

町
名

で
た
，

る

の
で
、

面
側
な
改

正
は
不
要

で
あ

る
。

改

正
す

べ
き
だ
と

い
う
意
見

●
現
在
使
用

の
町
内
会
名

に

一
本
化
す

べ

き

で
あ

る
。

●

こ
の
機
会

に
、　
一
町
内
会
百
戸
程
度

に
再
編
成

し
、
そ

の
後

、
役
場

と
町
内

会

の
話
し
合

い
に
よ

っ
て
字
名
改

正

に

取
り
組

ん
で
に
し

い
。

●
〇
〇
条
〇
〇
丁
目

と

い
う
呼
称

は
、

町

の
区
画

が
碁
盤

の
目
な
ら
適
当

と
思

う

が
、
本
町

の
場
合

は
〇
〇
町

が
良

い

と
思
う
。

●
ま
す
区
画
整
理
を
実
施

し
、
そ
れ
か

ら
〇
〇
条

〇
〇
丁
目
と
改

正
し
て
ほ
し

本
調
査

に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後

の
計
画

に

じ

め
う

ぶ
ん
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま

す
。

（
役
場
用
地
開
発
課
計
画
係

）

本
年
度
、
町
が
除

す
る
道
路
は
約
百

八
十
四
キ

，
メ
ー
ト

ル
の
長

さ
に
な
り
ま

す
。
能
率
良

い
除
雪

が
で
き
る
よ
う

ご
協

力
く
だ
さ

い
。

●
路
上
駐
手

は
、
除

雪
作
業
を
遅
ら

せ
る

最
大

の
原
因
で
す
。

と
く

に
、
公
営
住
宅

団
地
内
道
路

の
駐
車

は
お
や
め
ぐ
だ
さ

い
。

●
〓
道

や
歩
道

に
物

品
を
置
く

こ
と
は
除

雪
作
業
を
遅
ら

せ
る

だ
け

で
な
く
、
消
火

活
動

の
妨
げ
に
も
な

り
ま
す

の
で
お
や
め

く
だ
さ

い
。

●
吹
雪
な

ど
で
、
や

む
を
得
ず

路
上

に

車
を
放
置
す

る
と
き
は
、
車
が
確

認
で

き

る
目
印
を

つ
け
、
持
ち
主

の
連
絡
先

を

明
示
し
、
道
路
管

理
者

に
通
結
し

て

く
だ
さ

い
。

連
絡
先

国
遠
　
釧
路
開
発
建
設
部

標
津
道

路
工
手

詰
所

ａ
②

２
０
４
７

道
々

釧
路
土
木
現
業
所

中
標
津
出
張
所

８
０
１
５
３
７
②

３
２
１
３

役
場
建
設
部
建
設
課

ａ
②

２
１
３
１

晨
襲
Ｕ

最
近
、　
マ
ス

コ
ミ
な
ど
で
国

民
年
金

の
財
政
危
機

が
取
り
上
げ

ら
れ
て
お
り
、

こ
の
影
響

で
国

民
年
金

に
対
し
、
不
安

を
感
じ

て

い
る
方
も

い
る
よ
う

で
す
。

し
か
し
、
国

民
年
金

は
国

が
運
営
す

る
年
金

で
、
年
金

額

の
財
源
は
、

み
な

さ
ん
が
納
付
し
た
保
険
料

の
積
立
金

と

国

の
負
担
金

に
よ

っ
て
ま
か
な
わ
れ
て

い
ま
す
。

国

民
年
金
制
度

で
は
、

こ
の
財
源
を

長
期
計
画

に
よ
り
確
保
す

る

こ
と
と
し

て
お
り
、
保
険
料
を
段
階
的

に
引
き
上

げ
な
が
ら
健
全
な
財
政
を
保

つ
こ
と
に

し

て
お
り
ま
す

の
で
、
将
来

と
も
最
も

安
全

な
所
得
保
障

の
役
割
を

は
た
し

て

い
ま
す
。

で
す

か
ら
、
加

入
者

の
み
な
さ
ん

の

協
力

で
国

民
年
金
制
度

を
後
退
さ

せ
る

こ
と

の
な

い
よ
う
努

め
る
と
と
も

に
、

「
適

正
を
負
担
」

に

つ
い
て
も

み
な
さ

ん

の
ご
理
解

を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

亀
郵

剰

健
康
相
談
口
・十
二
月
四
、止
Ｔ
八
日
、
片
王
剛
九
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
、
役
場
健
康
相
談
室
窒

幹
集
落
セ
ン
タ
ー
）

）
　
　
ゥ

無年金者にならないためには′

O保 険球斗のテ帯納はしないこと。
0生 活が苦 しくて、保険料 を納めることが困

難なときは必ず免除の手続 きをとること。
O厚 生年金など他の年金制度に加入した時点

やめた時は必ず属出すること。
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年
末

。年
始
の
業
務

役

　
　

場

十

青

程

泉

二

岳

晏

で

休

み
ま
す
。

た
だ
し
、
緊
急
業
務

は
日

直

が
受
け
付
け
ま
す
。

町
立
病
院
　
　
　
ニ

十

二
月

三
十
日

か
ら

一
月
白
Ｒ
ま

で

。

た
だ
し
、

急
思

は
受
け
付
け
ま
す

。

総

合

体

育

館

〓
十
ｈ
　
　
　
　
　
一
体

十

二
月
手
■
よ

日
か
ら

一
月

と
自

ま

で
休

み
ま
す
。

ゴ
ミ
の
収
集

燃
え
る
ゴ
ミ
の
収
集

は
、
十

二
月

三

十
日

で
終
了
。
　
一
月

五
日

か
ら
開
始
し

ま
す
。
を
お
、　
一
月

の
燃
え
な

い
ゴ
ミ

の
収
集

は
、
四
、
五
、
六
日
の
三

日
間

で
す
。

水
道

億

理

▼
標
津

地
区
　
出

口
般
備
ａ
②

２
４

７
９
　

▼
川
北
地
区
　
更
合
商
店
な
⑤

２
０
３
６
　
奥
商
店

ａ
⑤

２
０
２
１

―

あ

り
が
と
う

ご
ざ

い
ま
す
―

～
社
会
福

祉
協
議
会

へ
～

◎
香
奥
返
し
を
廃
し

▼
久
保

田
　

正
　
治
　
　
茶
志
骨
Ｐ

▼
東
海
林
　
　
　
功
　
　
桜

ケ
丘
町

◎
活
動
資
金

と
し

て

▼
聖
　
友
　
標
　
津

◎
障
害
者

の
た
め
に

▼
川
北
追

合
町
内
会
婦
人
部

◎

へ
き
地
保
育
所
備
品
購
入
費

と
し

て

▼
穏
津
町
農
業
協
耐

組
合
婦
人
部

～
標
津

町

へ
～

◎
古
多
様
寿

の
家
備
品
購
入

費

と
し
て

▼
古
多
様
部
落
連
合
会

〈
敬
称
略
〉

【十一開一一Ｍ的

川
北
市
街
地
区
　
伊
茶
仁

忠
類
　
浜
古
多
様
　
素
別

崎
無
異

・
古
多
糠
市
街

一キ一開拝螂困

新
川
上
町
　
川
上
町

栄
　
　
町
　
緑
　
町

弥

栄

町

【十一開印輌ω

本
　
町
　
鳩
ヶ
丘
町

双
葉
町
　
桜

キ
↑
町

住
者
町
　
東

浜

町

●
以
上
の
日
程
で
燃
え
な
い

ゴ
ミ
の
収
集
を
行
い
ま
す
。

●
必
ず
燃
え
る
ゴ
ミ
と
区
別

し

て

出

し

ま

し

ょ

う

。

休

み
ま
す

。

林
間
コ
ー
ス
を
増
設

せ
せ
ら
ぎ

の
宿
も
ご
利
用
く
だ
さ
い

ス
キ
ー
場
開
き
の
声
が
聞
か
　
　
雪
の
状
態
を
見
な
が
ら
後
日
お
知
ら
せ

に
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
し
ま
す
。

金

山

ス
キ
ー
場
も
、
ゲ

レ
ン
デ

の
改
　
　
　
ま
た
、
金

山
峡
温
泉

「
せ
せ
ら
ぎ

の

ほ

と
林
間

コ
ー

ス
を
増
翌
し
、
皆

さ
ん
　
　
宿
」

は
、
機
械
故

障

の
た
め
ご
送
惑

を

の
要
望

に
答

え
る
よ
う
整
備
を
進

め
て
　
　
お
か
け
し
て

い
ま
し
た
が
、
現
在
は
絞

い
ま
す
。

こ
れ
が
完
成
す

る
と
、
初
級
　
　
障
も
な
お
り
平
常
通

り
営
業
し

て

い
ま

者

用
と
上
級
者

用
の

ニ
コ
ー
ス
に
な
り
、　
　
す
。

ご
家
族

で
楽
し
ん
で

い
た
だ
け

る

ご
家
族

づ
れ

で
も
楽
し

ん
で

い
た
だ
け
　
　
よ
う

、
ト
ラ

ン
ブ
、
将
枚
な

ど
も
用
意

る
と
思

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ま
し
た

の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

な
お
、

オ
ー
プ

ン
に

つ
い
て
は
、
降

各
地
で

れ
る
よ
う

金
山
ス
キ
ー
場

広
報
じ
べ
つ
の
表
紙
写
真
を
皆
さ
ん
か

ら
募
集
し
ま
す
　
く
わ
し
く
は

総
務
課
広
報
係
ま
で

《
敬
称
略
》

役場窓□から

17掲lg昌盤の
届け出分です

お誕生おめでとう

父の氏名   続 柄 子 の名

中 村  架 志春  3女  理  恵

刀ヽ  メ1 を  治  長 女 陽  子

西 村 憲 - 2男 恭 介

陶 山  寛  一  長 女 歩  美

古 川 隆 夫 2女 恭 子

吉 日    策  3女  紀 美佳

松 下 文 夫 2男 大 竹

石 " !昇 三 長男 祐 前

浅 野    哲  長 女 な つみ
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いつまでもお幸せに

夫の氏名    妻 の氏名   住  所

藤 本  範  広  木  村  美 息子 桜 本 町

おくやみ申し上げます

12・1月 の 不 燃 物 収 集 日

氏  名     住  所

久保回 仁 太郎  茶 志骨 P

斉 藤  恵 電子  栄   町

相 内 中 正  桜 ケ丘町

束海林 熊 太郎  桜 ヶ丘町

高 橋  幸  夫   本   町

久保田 藤  一   浜 古多様

）

ヤ

標津電報電話局自動運用係 2-2300ヘ
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◎フッシュホンの短縮タイヤルを
こ利用下さい。ボタン 3つ で先
方につながり、力け間違いもな
くなります。

臀及 ピッ。ポッ・パッ炉

セウトのしかたなどお間い合わせは

標津町だより12月10日1月28日NHK総合テレビ(年前8時14分から)NHKラジオ劉踏第1放送(午後3時56分から)


